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この春か ら久保 研究室で関心が持たれている問題について報告するo
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(Nは格子点の総数 ,lJ｡は電子の教 )･且っ =が大 きい場合について ,どのよ

ぅなスピン決 態が 基 底状療であるかを論 じている.I(.i) 叉 -,Sakllraiは同じ- ミ

ル トニアンを用いてX(q･･:17)を計寛 した ｡
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これらJ)間頴に閑適 して l電気伝導はどの ようであるかを調べるために ,

KtilbOは次 のような簡単 なモデルを捷出 した :

n= 1･工=oc, -LranSfermatrixは nearest neight,orの闇にだけあ

ると L y 且 つス ピンの向きは全 くrand-omであるとす るC,

ス ピンの向きが揃 っていたら -勿論 con餌 ctiv土tyは無限大である｡ーそれで

は ,ス ピンの向きが全 くTand-o皿だ った らどうなるか ?多分有限にとどまるだ

ろ うO もしそうだ ったら ,in_purity cbn餌 ICtioIユの neg,Ia.芯ivemagneto_

TeSi-qTjanCeの説明になる{])で はないか ?

hoユe の PTOPagationの d_a皿pingが起 る me)chanismは ,M;jtstlbara

-Toyozawaによ って敬碑われた i皿_Purity-C｡ndll｡Tui｡nt3』場合 ,elect_

ronの PrOPagationの d･ampingと同じように考えることがで きるO

盤 しい問題なので具体的な計算は余 り進行 していない｡
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